
 

 高密度共役に向けた含ホウ素π電子系の創出 

畠山 琢次（関西学院大理） 

芳香族化合物の炭素－炭素二重結合結合をホウ素－窒素（BN）結合に置換することで，分子の外形変
化を最小限に留めながら，π共役系に大きな摂動を与えることが可能である 1)。しかし，合成上の制約

から，BN 結合を分子骨格内部に導入することは容易ではなかった。これに対し，我々は，独自に開発
したタンデムボラ Friedel-Crafts反応を用いることで，多環芳香族化合物の縮環部に BN結合を導入し，
その興味深い集積構造や物性を明らかにしてきた 2,3)。今回，新たにトリアザトリアンギュレニウムイオ

ン（TATA+）4)とヘキサベンゾコロネン（HBC）に対し，BN結合を導入した BN+[X–] および (BN)3–HBC
の合成に成功したので，集積構造や物性の詳細に関して報告する（Schemes 1 and 2）。 
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